
1回につき3単位11回につき3単位

無 料
令和4年度

環境科学
セミナー

1964年鹿児島県生まれ。
早稲田大学大学院理工学研究科物理学及び応用物理学専攻。博士（工学）。放射線医学総合研究所研究
員、室長、この間に米国エネルギー省環境測定研究所客員研究員を経て、現在は弘前大学被ばく医療総合研
究所計測技術・物理線量評価部門教授。また、研究所長及びアイソトープ総合実験室長を兼務。その他、広島
大学、中国・衡陽師範大学、タイ・チェンマイ大学等の客員教授、国際原子力機関(IAEA)技術協力専門家、国
際標準化機構(ISO)専門委員及び幹事、国際電気標準会議(IEC)専門委員、福島県浪江町除染検証委員会
委員、青森県顧問、青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議副議長、青森県緊急被ばく医療対策専
門部会専門委員等を務める。

日 時
令和 4年

12月16日(金)
13時30分～15時50分（開場13時）

お申し込み方法

新型コロナウイルス感染症対策について

〒039-3212 上北郡六ヶ所村尾駮家ノ前 1-7
TEL.0175ｰ71ｰ1240  FAX.0175ｰ71ｰ1270

ホームページ  https://www.ies.or.jp/　　電子メール  kanken@ies.or.jp 

お申し込み・お問合せ：（公財）環境科学技術研究所　共創センター

3単位 福島復興支援についての話題と
トリチウムに関する研究についてご紹介します。

公益財団法人 環境科学技術研究所
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会 場
アートホテル弘前シティ
3階プレミアホール
青森県弘前市大町1－1－2　☎TEL 0172－37－0700

主 催 ：  青森県　（公財）環境科学技術研究所
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有機化合物

Ｔ
OBT

有機結合型トリチウム

生物学的半減期
●10 日間

94～ 95％

5～ 6％

生物学的半減期
●短期成分40 日間
●長期成分1年

吸入

排泄

摂取
吸収

血液循環

尿（55％）
糞便（4％）
呼気（12％）
その他（29％）
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トリチウム水

水素原子とトリチウム原子

中性子

陽子陽子

電子

水素原子 トリチウム原子

弱いベータ線


